
大
般
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経

の
民
俗
信
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に
つ
い
て
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國

・
九
州

を
中
心

と
し
て
ー

橘

恭

堂
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大
乗
佛
教
経
典
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
繹
尊
の
思
惟
と
實
践
に
照
さ
れ
て
お
の
ず
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
繹
尊
と
同

一
の
正

覧
を
得

ん
が
た
め
に
そ
の
方
法
が
説
か
れ
た
も

の
で
あ

つ
て
、
云
う
な
れ
ば
経
典
そ
れ
自
膿
は
月
を
指
す
指
で
あ
り
、
月
そ
の
も
の
で
は

な
い
筈

で
あ
る
。
然
る
に
庶
民
信
仰
の
立
場
に
お
い
て
は
種
々
の
経
典
が
そ
の
教
理
内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
、
経
典
そ
れ
自
膣
を
呪
術
的

信
仰

の
封
象
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
と
く
に
わ
が
國
で
は
佛
教
受
容
の
當
初
か
ら
こ
の
傾
向

の
強
か
つ
た
こ
と
に
注
意

し
た
い
の
で
あ
る
。

就
中
大
般
若
経
六
百
巷
は
既
に
周
知
の
通
り
繹
尊
の
根
本
的
自
箆
た
る
般
若
空
観
を
内
容
と
す
る
経
典
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
わ
が
國
に
於

註
ω

て
は
、
五
來
重
先
生
の
記
念
碑
的
論
文

「
民
俗
信
仰
と
し
て
の
大
般
若
経
」
で
総
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
如
く
民
俗
信
仰
と
し
て
屡

々

用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
民
俗
信
仰
は
わ
が
國
常
民
の
基
層
文
化
と
生
活
に
さ
さ
え
ら
れ
て
或
は
年
中
行
事
と
し
て
或
は

臨
時

の
所
濤
法
會
と
し
て
つ
ね
に
繰
り
返
さ
れ
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
ま
た
ま
國
家
的
行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
た
場

合
に
は
正
史
目
録
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
つ
た
に
し
て
も
、
常
民
の
行
事
と
信
仰
は
文
献
記
録
に
遺
さ
れ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
の
で

あ
る
。

然
し
わ
が
國
で
は
年
頭
大
般
若
、
回
村
大
般
若
、
雨
乞
大
般
若
、
疫
病
除
け
大
般
若
等
々
と
呼
ば
れ
る
が
如
き
、
民
俗
信
仰
と
し
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て
生

々
と
傳
承
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
大
般
若
経
信
仰
の
實
態
を
具
盟
的
に
示
す
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
現
象
と
し
て
は
い
か

に
多
く
の
バ
ラ
ェ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
て
も
、
そ
の
根
底

に
は
常
に
常
民
の
心
意
識
の
底
を
な
が
れ
て
古
代
か
ら
現
代

に
至

つ
た
共
通
の

観
念
が
内
在
し
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
共
通
の
観
念
を
嚢
掘
す
る
事
な
く
し
て
大
般
若
経

の
信
仰
を
云
々
す
る
事
は
出
來
得
な
い
と

思
う
。

さ
て
五
來
先
生
は
先
の
論
文
に
於
て
既
に
い
く
つ
か
の
調
査
例
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
我

々
は
よ
り
廣

い
地
域
に
於

い
て
こ
の
種

の
民

俗
信
仰
の
實
態
を
調
査
採
録
し
て
更
に
客
観
的

・
普
遍
的
な
結
論

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
小
論
で
は

四
國

.
九
州
地
方
に
於
け
る
大
般
若
経
信
仰
の
二
、
三
の
調
査
例
を
呈
示
し
、

こ
の
信
仰

の
重
要
な

一
面
と
、
そ
れ
に
關
連
す
る
民
俗
と

の
重

な
り
合
い
を
問
題
と
し
て
取
り
扱

つ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

と

こ
ろ
で
四
國

・
九
州
地
方
は
わ
が
國
中
央
文
化
圏
か
ら
は
遠
く
、
比
較
的
に
わ
が
國
固
有
の
基
層
文
化

の
傳
承
度

の
高

い
地
域
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
地
域
に
於
け
る
大
般
若
経
に
關
す
る
信
仰
と
行
事
の
實
態
は
興
味
あ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
な
お
次
に
述
べ
る
具
体
例
は
昭
和
珊
六
年
九
月
初
旬
に
實
地
に
於
て
探
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

本
山
寺

香
川
縣
観
音
寺
市
本
山

(眞
言
宗
)

蕾
暦
正
月
十
八
日
に
當
寺
に
於
て
、
お
経
開
き
と
稻
し
て
大
般
若
轄
.讃
が
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
新
暦
六
月
中
旬
を
過
ぎ
田
植
が

濟
む
と
檀
家
の
十
ケ
部
落
で
各
く
鱒
讃
が
行
な
わ
れ
る
。

こ
れ
は
夏
所
濤
と
い
わ
れ
、
疫
病
除
け
を
目
的
と
す
る
信
仰
行
事
で
あ
る
。
こ

の
場
合
は
部
落
で
都
合
の
よ
い
日
を
寺

へ
申
し
出
る
と
寺
か
ら
住
職
役
檜
が
出
張
し
て
、
そ
の
部
落
の
小
蕎
か
又
は
在
家
で
大
般
若
を
轄

讃
す
る
。
ま
た
そ
の
部
落
内
を
大
般
若

の
入
つ
た
経
箱
を
青
年
が
鼻

い
で
園
り
、
村
人
は
こ
の
箱
の
下
を
潜
る

(ブ
ル
と
云
う
)
と
厄
が

＼



落
ち
る
と
云
つ
て
皆

こ
れ
を
行
う
が
、
こ
れ
は
奮
暦
六
月
晦
日
の
夏
越
の
紳
事
と
同
型
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
師
ち
京
都
上
賀
茂
肺
肚
、
大

阪
住
吉
神
肚
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地
の
瀞
肚
で
行
な
わ
れ
る
大
祓
に
、
茅
の
輪
、
菅
貫
を
く
ぐ
り
災
難
疫
病
を
冤
れ
る
と
云
う
信
仰
が

あ
り
、
こ
の
肺
事
は
古
代
よ
り
文
献
に
屡
く
見
ら
れ
る
六
月
、
十
二
月
晦
日
の
大
祓
と
同
根
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
大
般
若
の
轄
讃

の
あ

と
そ

の
部
落
の
村
境
の
道
端
に
、
部
落
内
に
悪
璽
の
入

つ
て
こ
な
い
よ
う
に
と
の
信
仰
か
ら
大
般
若
の
所
疇
札
を
竹
に
は
さ
ん
で
立
て
、

更
に
戸
口
に
も
こ
の
札
を
貼
る
。
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法
圓
寺

愛
媛
縣
大
洲
市
三
善

(眞
言
宗
)

奮
暦
二
月
初
午
の
日
に
鎭
守
の
稻
荷
大
明
神

の
法
樂
の
爲
に
當
寺

の
本
堂
で
大
般
若
六
百
巻
を
轄
讃

し
、
こ
の
あ
と
各
部
落
の
若
衆
が

三
箱

に
入

つ
た
大
般
若
の
経
箱
を
そ
れ
ぞ
れ
三
人
ず

つ
で
鼻

い
で
檀
家
を
回

る
が
、
轄
讃
を
希
望
す
る
家
で
は
座
敷
に
新
ら
し
い
莚
か
或

は
稻
藁
を
し
い
て
こ
れ
を
迎

へ
、
そ
の
上
に
経
箱
を
安
置
し
、
そ
の
前
に
は
供
物
を
と
と
の
え
、
箱
の
上
に
は
大
般
若
経
十
巻
及
び
本
尊

(不
動
尊
)
と
脇
侍

(衿
掲
羅
、
制
旺
迦
爾
童
子
)
の
軸
物
を
箱
入
り

の
ま
ま
か
ぎ
つ
て
そ
の
十
巻
を
轄
讃
す
る
。
最
後

の
十
巻
目
は
理

趣
分

で
あ
つ
て
、
参
列
者

の
人

々
の
頭
上
で
轄
讃
す
る
。

こ
の
轄
讃
を
受
け
る
と
愚
き
物
が
除
か
れ
、
流
行
病
に
罹
ら

ぬ
、
災
害
を
冤
れ

る
等

の
實
例
が
多
く
あ
り
、
逆
に
こ
の
大
般
若
の
所
疇
を
受
け
な
い
家
は
凶
事
、
災
難
が
不
思
議

に
あ
る
と
云
つ
て
い
る
。
村
人
は
こ
の

行
事

は
百
年
以
上
績

い
て
い
る
と
云
う
が
そ
の
正
確
な
始
行
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
當
寺
の
場
合
も
奉
書
に
て
般
若
札
を
作
り
竹

に
は
さ

ん
で
村
境
に
立

て
、
各
家
に
は
戸
口
に
貼
る
も

の
も
あ
れ
ば
佛
壇
に
安
置
す
る
も
の
も
あ
る
と
云
う
。

こ
れ
は
悪
蜜

の
入

つ
て
こ
ぬ
よ
う
、

部
落

安
全
、
家
内
安
穏
の
爲
で
あ
り
、
病
氣
の
も
の
は
こ
の
札
を
小
さ
く
切

つ
て
服
用
す
る
と
全
快
す
る
と
も
云
つ
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
村

の
大
般
若
轄
讃
が
初
午
に
行
な
わ
れ
る
の
は
、
初
午
が
山
の
神
を
田
の
紳
と
招
ぎ
お
ろ
し
春
の
農
耕
に
先
だ
つ
て
豊
作
を
所
る
行
事

註
㈹

と
し

て
民
俗
學
で
は
解
繹
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
も
と
は
農
耕
儀
禮
を
と
も
な

つ
た
も
の
で
あ

つ
た
で
あ
ろ
う
。



大般 若経 の民俗信仰にっいて176

清
澤
光
寺

大
分
縣
西
國
東
郡
竹
田
津
町

(天
毫
宗
)

古

く
は
奮
暦
四
月
八
日
に
轄
讃
を
行
な
つ
て
い
た
が
こ
の
行
事
は
止
め
て
か
ら
廿
年
ほ
ど
に
な
る
。
止

め
る
直
前
頃
に
は
奮
暦
四
月
十

註
㈹

五
、

六
日
頃
に
行
な
つ
て
い
た
。
こ
れ
は
夏
所
疇

に
は
す
こ
し
早
く
、
四
月
八
日
が
山

の
紳
を
花
枝
で
ま

つ
る
行
事

に
關
係
が
あ
り
、
村

人
は

一
般
に
こ
の
日
の
行
事
を
萎
所
禧
と
呼
ん
で
い
た
事
か
ら
も
農
耕
儀
禮
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
に
は
阿
彌

陀
如
來

の
名
號

の
書
か
れ
た
巾
三
十
糎
、
長
さ

一
・
五
米
位
の
紙
の
本
尊
幡

一
枚
と
、
十
六
善
紳
の
名
號
の
書
か
れ

た
巾
三
十
糎
、
長
さ

一
米
位

の
紙

の
小
幡
十
六
枚
を
そ
れ
ぞ
れ
青
竹
の
先
に
つ
け
た
も
の
を
子
供
が
持
つ
て
先
頭
に
立
ち
、
こ
の
寺
の
住
職
が
導
師
と
な
り
十

六
善
紳
を
歓
紗
に
包
ん
で
シ
メ
に
ま

い
て
持
ち
、
そ
の
あ
と
に
組
寺

の
曾
が
つ
づ
き
、
最
後
に
村
の
者
が
牛
鐘
と
ド

ロ

(大
太
鼓
)
を
打

つ
て
(虫
途
り
念
佛
を
想
起
さ
せ
る
呪
具
)行
列
を
作
り
竹
田
津
町
西
方
寺
部
落
内
を
午
前
中
に
行
道
す
る
。
こ
の
間
道
中
で
般
若
心
経
を

讃
む
。
書
頃
に
寺
に
鯖
り
、
書
食
後
當
寺
で
組
寺

の
信
等

に
よ
つ
て
大
般
若
六
百
巻
を
轄
讃
し
、
導
師
は
理
趣
分
を
讃
む
。
行
事
の
濟
ん

だ
あ

と
で
般
若
札

(所
濤
符
)
の
大
札
を
上

・
中

・
下
の
部
落
境
に
各

一
本
立
て
、
寺
と
匠
長
の
家
の
前
に
各

一
本

を
立
て
る
。
ま
た
小

札
を
檀
家
中
に

一
枚
ず

つ
配
り
各
家
の
戸
口
か
佛
壇
の
横

に
貼
る
。
こ
の
札
は
畑
作
に
害
を
な
す
悪
璽
を
村
か
ら
追

い
出
し
、ま
た
村
内
、

家
内

に
入
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
爲
の
呪
符
で
あ
る
。

文
珠
仙
寺

大
分
縣
東
國
東
郡
國
東
町

(天
墓
宗
)

奮
暦
八
月
中
の
適
宜
の
日
に
大
般
若
鱒
讃
が

檀
家
の
藁
蓑
部
落
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
行
事
は
第

二
次

大
戦
後
行
な
わ
れ
な

く
な

つ
た
と
云
う
。
行
な
わ
れ
て
い
た
當
時

に
は
こ
の
日
に
檀
家
の
者
が
大
般
若
経
箱
六
個
六
百
巻
を
部
落
内
を
持

つ
て
廻
り
最
後
に
そ

の
年

の
當
番
の
家
へ
持
ち
込
ん
で
そ
の
家
で
轄
讃
す
る
。

一
年
に

一
ケ
所
だ
け
で
、
當
番
の
家
は
順
番
に
な
つ
て
い
た
。
こ
れ
は
村
の
所



蒔
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
大
般
若
の
ボ
ン
プ
ー

(梵
風
)
に
當
れ
ば
そ
の
年
の
厄
を
よ
け
病
氣
に
な
ら
ぬ
と
い
い
、
村
人
は
こ
れ

を
夏
所
濤
と
も
呼
ん
で
い
た
。
又
大
般
若
の
轄
讃
が
す
む
と
十
六
善
神
の
お
守
り
と
云

つ
て
所
濤
札
を
部
落
の
上
と
下

の
村
境
の
ニ
ケ
所

に
立

て
、
各
家
の
戸
口
に
も
戸
札
を
貼
り
疫
病
の
入
り
こ
ぬ
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
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喝

常
光
寺

大
分
縣
東
國
東
郡
國
見
町
小
熊
毛

(曹
洞
宗
)

蕾
暦
正
月
五
日
を
修
正
會
と
も

「
大
般
」
と
も
云
つ
て
、
國
見
町
城
屋
部
落

の
使
須
玉
男
家
の
先
代
が
こ
の
日
朝
早
く
か
ら
羽
織
袴
で

　

正
装
し
て

「
大
般
」
を
持

つ
て
村
中
を
廻
り
檀
徒
に
拝
ま
せ
た
。
ま
た
こ
の
日
に
は
寺
で
大
般
着
六
百
巻
を
轄
讃
し
、
所
碕
符
の
般
若
札

を
檀
家

へ
配

つ
た
。
檀
家
で
は
悪
魔
除
け
に
こ
の
札
を
戸
口
に
貼
り

つ
け
て
い
た
。
然
し
第

二
次
大
戦
後

の
農
地
解
放

に
依

つ
て
修
正
會

田
を
失

い
、
ま
た
仲
須
玉
男
家
先
代
も
亡
く
な
り
こ
の
行
事
は
行
な
わ
れ
な
く
な
つ
た
と
い
う
。
常
光
寺
の
場
台
は
災
害

・
悪
病
を
年
初

　

　

　

　

に
當
つ
て
先
ず
除
け
て
お
く
と
云
う
豫
修
の
行
事
で
あ
り
先
の
本
山
寺

・
文
珠
仙
寺
は
そ
の
期
に
及
ん
で
防
ぎ
、
鎭
め
る
と
云
う
現
修
の

行
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

長
安
寺

大
分
縣
豊
後
高
田
市
加
禮
川

(天
壼
宗
)

薔
暦

七
月
七
日
に
大
般
若
の
轄
讃
が
行
な
わ
れ
る
が

こ
の
日
を
村
人
は
七
夕
さ
ま
の
お
祭
り
と
呼
ん
で
い
る
。

長
安
寺
の
上
万
に
信

註
ω

形
の
太
郎
天
童
を
祀

つ
た
灌
現
阯
が
あ
り
こ
の
肚
の
祭
が
七
月
七
日
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
像
が
檜
形
で
あ
る
亡
と
か
ら
明
治
の
神
佛
分
離

に
依

つ
て
長
安
寺
に
遷
し
祀
ら
れ
、

現
在
は
七
月
七
日
に
寺
で
は
こ
の
御
寳
前
で
大
般
若
を
轄
讃
し
、

一
方
樒
現
肚
で
は

神
官
が
來

て

別
に
祭

を
行
な
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
加
禮
川
匿
に
は
、
昔
同
日
に
太
郎
天
童
が
ト
ド

ロ
キ
の
淵
ま
で
シ
オ
ク
ミ

(雨
乞
)
に
行
か
れ
、

雨
の
降

ら
ぬ
時
は

一
週
間
も
蹄

つ
て
來
ら
れ
な
か

つ
た
と
云
う
傳
承
が
あ
る
が
、
民
俗
學
で
は
七
月
七
日
を
中
元
の
節

と
し
て
祀
璽
祭
齋
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忌
の
開
始
の
日
と
藁

、
ま
た
水
の
綾

と
し
て
の
農
耕
儀
禮
の
重
寒

日
で
あ
つ
た
と
理
蟹

れ
て
い
る
驕

か
ら
雨
爺

農

耕
儀

禮
と
結
合
し
た
大
般
若
轄
讃

の
行
事
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

以
上
が
今
回
調
査
採
録
し
た
も
の
の
概
要
で
あ
る
が
、
他
地
方
に
於
け
る
こ
の
種
の
大
般
若
経
信
仰
に
つ
い
て
述

べ
る
な
ら
ば
、
播
磨

、

、

、

註

⑥

美
嚢

郡
中
吉
川
村
法
光
寺
の
大
般
若
維
を
貸
出
し
御
守
と
す
る
も
の
、
大
和
五
條
市
野
原
蜜
安
寺
部
落
の
周
邊
で
、
辻
に
祭
壇
を
設
け
十　

六
善
紳

の
書
像
を
ま
つ
つ
て
そ
れ
に
水
を
か
け
て
雨
乞
を
す
る
大
般
若
轄
讃
の
行
事
、
丹
波
錨
岡
市
曾
我
部
町
西
國
璽
場
廿

一
番
札
所
穴

　

　

　
り

　
ぶ
り

　

　

　

太
寺
修
正
會
結
願
の
新
暦
正
月
三
日
に
行
な
わ
れ
る
幅
給
大
般
若
會
、
同
市
宮
前
町
寳
林
寺
で
新
暦
九
月
八
日
藥
師
祭
に
大
般
若
を
轄
讃

　

　

　

し
、
村
境
三
ケ
所
に
所
禧
札
を
立
て
る
も
の
、
丹
後
與
謝
郡
加
挽
谷
常
栖
寺
の
大
般
若
轄
讃

の
の
ち

村
境
に
般
若
札
を

立
て
る
も
の
、

　

　

　

　

　

　

同
地
光
明
寺
で
以
前
に
組
内
境
の
四
隅
に
笹
竹
を
立
て
て
大
般
若
を
韓
讃
し
た
も
の
、
尾
張
赤
津
雲
興
寺
の
盗
難
除

け
大
般
若
會
、
信
州

、
、
、

、
、
、

註
ω

、
、
、

伊
那
谷
下
市
田
安
養
寺
、
同
阿
島
安
養
寺
の
獅
子
舞
大
般
若
會
、
同
時
又
長
石
寺
で
薔
暦

二
月
初
午
に
行
な
わ
れ
る
翻
神
信
仰
と
結
合
し

た
大
般
若
會
、
常
陸
水
戸
市
河
和
田
充
噺
争
を
始
と
し
て
關
東
北
部
地
方
の

「
お
で
は
ん
に
や
」
辻
所
疇
と
呼
ば
れ
る
大
般
若
轄
讃
行
需

等
敷

多
く
の
も
の
が
あ
る
。

こ
の
他
暉

.
天
墓

・
眞
言

の
各
宗
有
名
無
名
の
寺
院
で
修
正
會

・
修

二
會
に
豊
作
豫
祝
印
ち
農
耕
儀
禮
、

或
は
除
災
招
幅
と
し
て
行
な
わ
れ
る
大
般
若
轄
讃
は
殆
ん
ど
わ
が
國
全
般
に
亙

つ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

次

に
大
般
若
轄
讃

の
行
事
内
容

に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば

一
般

に
十
六
善
神
畜
像
或
は
不
動
明
王
像
又
は
書
像
を
ま

つ
つ
て
、
洗
米

・

盤

.
野
菜
等

の
生
身
供
を
供

へ
て
祭
壇
を
設
け
心
経
を
讃
む
中
、
導
師
は
密
教
的
修
法
を
行
じ
、
役
櫓
は
大
般
若
経

を
開
巻
し
、
心
経
を

讃

み
了
る
と
、
多
く
は
磐

・
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら

「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
8
」
ど
大
音
聲
で
讃
み
上
げ
轄
讃
し
、

「降
伏

一
切
大
魔

最
勝
成
就
」
と
こ
れ
ま
た
大
音
聲
で
讃
み
了
り
、
経
本
で
机
を
打

つ
よ
う
に
し
て
置
く
の
が
常
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
行
爲
は

一
種
の
鎭

註
㈹

魂
呪
術
で
あ
り
、
般
若

の
空
思
想
を
常
民
は
空
ず
る
呪
力
と
し
て
理
解
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
大
般
若
轄
讃
行
事
の
中
世
の
宮
中
で
の
場
合
を
み
る
な
ら
ば
、
看
聞
御
記
鷹
永
廿
四
年
四
月

二
日
の
條

に

〆



早
旦
大
般
蓬

薯

。
霧

毒

。
南
面
四
閥
奥
方
北
立
屏
風
懸
尺
迦
像
。
響

麟

髄

西
脇
尺
迦
像
同
奉
懸
。
紬

謎

脇
不
鑑

肇

懸
。
鵜

群

蕎

立
机

一
脚
。
置
佛
供
燈
明
。
其
前
立
禮
盤
。
讐

。
東
灘

態

御
簾
。
黛

聞
所
・
北
西
角
間
懸
翠
簾
・

爲
畜

諮

所
。
時
刻
永
圓
藩

侶
八
暴

。
餓
爆

譲

鉾

噸

心
始
之
。
先
躍

。
次
表
自
雰

。
次
纏

籍

。
謹

隷

漿

。

糠

次
第
六
百
秩
讃
了
。
心
経
。
観
音
経
。
眞
言
。
次
唄
散
華
。
次
経
尺
蕎

。
次
廻
向
伽
随
了
・
櫓
衆
起
座
・
i

(下
略
)

と
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
中
世
上
流
就
會
に
於
け
る
場
合
も
現
在

一
般
農
民
層
を
樹
象
に
行
な
わ
れ
る
場
合
も
、
精
疎
の
差
こ
そ
あ

つ
て
も
、
そ
の
行
事
の
基
本
的
内
容
に
於
て
は
攣
化
は
見
ら
れ
な
い
と
い
え
る
で
あ
る
う
。

三
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さ

て
前
節
に
於
て
述
べ
た
大
般
若
経
信
仰
の
内
、
民
俗
的
に
注
目
す
べ
き
諸
黙
を
類
別
し
て
示
す
な
ら
ば

ω

豊
作
豫
覗

・
雨
乞
な
ど
農
耕
儀
禮
的
な
も

の
、

ω

災
難

・
盗
難

・
疾
疫
な
ど
を
除
け
る
疫

(厄
)
除
け
受
輻
所
疇
的
な
も
の
、

㈲

村

を
巡
回
し
、
辻
或
は
村
境
に
悪
霊
を
ひ
き
よ
せ
し
ず
め
、
は
ら

い
出
す
鎭
魂
鎭
迭
究
術
的
な
も
の

の
三
項

に
な
る
が
、
こ
れ
ら
が
軍
に
各
く

一
項
目
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
ば
な
く
互
い
に
關
連
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
の
黙
か
ら

も
大
般
若
経
信
仰
が
わ
が
國
固
有
の
民
俗
信
仰
に
廣
く
且

っ
深
く
根
ざ
し
て
い
る
こ
ど
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
大
般
若
経
の
民
俗
信
仰
を
古
代
の
文
獄
記
録
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
國
家
行
事
と
し
て
の
大
般
若
経
信
仰

も
こ
れ

と
多
く
の
共
通
性
の
あ
る
こ
と
に
氣
付
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
績
日
本
紀
紳
鶉
二
年
正
月
十
七
日
の
條
の

於
=
宮
中
及
大
安
、
藥
師
、
元
興
、
興
輻
四
寺
一、
轄
コ讃
大
般
若
経
一、
爲
下
消
判
除
災
害
一安
劇
寧
國
家
上
也

と
あ
る

の
も
、
類
聚
國
史
巻

一
七
三

・
疾
疫
天
長
元
年
四
月
廿
八
日
の
條

の
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令
下
=
十
五
大
寺
井
五
畿
内
七
道
諸
國
↓奉
皇
讃
大
般
若
経
↓防
申
疫
旱
上
也
、

と
あ

る
の
も
、
同
天
長
三
年
六
月
六
日
の
條
の

屈
二
一
百
信
於
御
在
所
及
大
極
殿
一、
限
二
三
箇
日
↓轄
コ
讃
大
般
若
経
↓防
二疫
属
叫所
二
豊
年
一也

と
あ

る
の
も
全
て
疫
旱
、
災
害
を
防
ぎ
豊
作
を
所
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
民
俗
學
上
で
は
上
代
に
宮
中
大
極
殿
、
紫
笈
殿
或
い
は
清

涼
殿

で
春
秋
二
季
二
月
八
月
或
は
毎
季

二
、
四
、
八
、
十
の
各
月

に
行
な
わ
れ
た
季
御
讃
経
も
、
四
月
の
大
安
寺
大
般
若
會
も
、
七
月

の

藥
師
寺
大
磐

會
も
、

こ
れ
ら
の
月

々
が
難

と
深
い
關
係
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
・
農
耕
儀
禮
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
艦

ま
た
御
璽
會

の
初
見
の
記
事
と
し
て
有
名
な
、

三
代
實
録
貞
観
五
年
五
月
廿
日
の
條
の
神
泉
苑
御
塞
會
に
は

(上
略
)ー
塞
座
六
前
、
設
コ
施
几
籏
一、
盛
訓
陳
花
果
一、
恭
敬
薫
修
、
延
=律
師
慧
遠
一、
爲
一一講
師
一、

演
訓
読
金
光
明
経

一
部
ハ

般
若
心

経
六
拳

、
1

(
中
略
)
1
所
謂
御
響

崇
道
天
皇
、
伊
豫
親
雲

藤
原
夫
人
、
伊
豫
親
毒

憩

.
及
観
察
使
橘
逸
勢
、

董

宮
田
麻

呂
等
是
也
、
並
坐
7事
被
γ詠
、
冤
魂
成
γ属
、
近
代
以
來
疫
病
繁
護
、
死
者
甚
衆
、
天
下
以
爲
此
実
御
璽
之
所
レ生
也
、
始
r自
三
尽
畿
一
、

愛

及
二
外
國
一、
毎
γ至
=夏
天
秋
節
一、
修

一御
塞
會

一、
往
往
不
レ断
、
或
禮
r佛
読
レ経
、
或
歌
且
舞

ー

(中
略
)
ー

遽
逓
因
循
漸
成
一一風

俗

一、
今
藪
春
初
咳
逆
成
γ疫
百
姓
多
艶
朝
廷
爲
所
至
レ是
修

一此
會
一、
以
寮
二
宿
疇
一也

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
毎
年
七
月
十
七
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
京
都
八
坂
肺
肚

の
所
園
御
塞
會
の
先
躍
を
な
す
も
の
で
、
御
藪
す
な
わ

註
oo

ち
疫
紳
を
鎭
魂

.
鎭
途
す
る
爲
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
耐
泉
苑
御
璽
會
に
般
若
心
経
六
巷
が
講
説
さ
れ
て
い
る
の
は
大
般
若

経
信
仰
の
あ
ら
わ
れ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
疫
柿
鎭
魂
と
い
う
匙
で
同

一
観
念
に
由
來
す
る
も
の
と
見
ら
る
べ
き
も
の
に
道
饗
祭

が
あ
る
が
こ
れ
を
文
献
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
績
日
本
紀
天
李

七
年
八
月
十
二
日
の
條
に

勅
日
如
聞
比
日
太
宰
府
疫
死
者
多
、
思
欲
下
救
訓
療
疫
氣
一以
濟
申
民
命
上
是
以
奉
コ
幣
彼
部
神
所
一爲
レ
民
祷
所
焉
、
又
府
大
寺
及
別
國
諸
寺

讃
二金
剛
般
若
経
一傍
遣
下
/使
賑
コ
給
疫
民
一、
併
加
中
湯
藥
上、
又
其
長
門
以
還
諸
國
中
若
介
專
齋
戒
道
饗
祭
祠
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と
あ
り
、
道
饗
祭
は
六
月
、
十
二
月
の
晦
日
に
京
城
四
隅
の
道
上
に
於
て
鬼
魅
の
外
か
ら
來
る
も
の
を
京
師

に
入
れ
し
め
ぬ
た
め
に
、
あ

ら
か
じ

め
道
に
こ
れ
を
迎
え
て
鎭
め
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
臨
時
に
行
な
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
所
で
右
の
道

饗
祭

に
金
剛
般
若
経
が
讃
調
さ
れ
て
い
る
が
、
金
剛
般
若
経
と
云
う
場
ム旦

般
に
わ
が
國
[で
は
羅
什
繹
を
指
す
の
で
あ

つ
て
所
謂
蕾
課

で

あ
る
が
、
大
般
若
纒
と
い
え
ば

一
般
に
玄
莫
完
課
の
六
百
巻
を
指
し
所
謂
新
繹
で
あ
つ
て
漢
謬
の
過
程
に
於
て
問
題
は
淺
る
と
し
て
も
周

知

の
通
り
、
金
剛
般
若
経
は
大
般
若
経
第

二
庭
第
九
會
第
五
百
七
十
七
巻
に
當

る
も
の
で
、
玄
癸
は
羅
什
課

を
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
挿
入
し

て
い
る
か
ら
、
大
般
若
経
六
百
巻
の

一
部
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
道
饗
祭
に
於
い
て
大
般
若
経
信
仰
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
道
饗
祭
は
現
行
の
辻
所
濤
大
般
若
及
び
村
境
に
所
疇
札
を
笹
竹
に
は
さ
ん
で
立
て
悪
璽

を
鎭
魂
す
る
行
爲

と
全
く
同
型
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。

更

に
、
中
世
の
記
録
と
し
て
興
味
あ
る
太
宰
管
内
志
所
牧
の

「安
貞

二
年
六
郷
山
諸
勤
行
目
録
」
に
は

末
山
分

扇

子
寺
ー

(中
略
)
ー

百

籍

大
般
蕃

蠕

計

中
山
分

藍

講

13

(中
略
)
1

百

籍

大
磐

會
購

罫

納
五

中
雰

旛

麓

解
1

(中
略
)

百

籍

大
磐

會
計
難

潮
云

中
山
2

霊齋

、塵

(中
略
)
1

百

籍

大
磐

會
瀦

耽
畑
云
云

中
山
分
(千
燈
寺
山
号
)

一
千
燈
山

(中
略
)
1

百

謡

大
般
董

部
蠕

計

と
あ

つ
て
、

こ
れ
ら
の
多
く
が
十
月
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
上
代
の
季
御
讃
経
の
中
世
に
於
け
る
残
存
形
態
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
太
宰
管
内
志
所
牧
の

「弘
安
七
年
異
國
降
伏
巻
敷
目
録
」
に
は

中
山
分
馨

寒

勤
修
七
讐

不
動
行
法
胸
奉
薯

大
般
若
経
蒙

轄

仁
王
経
青

轟

奉
鶉

観
世
立日経
一
千
巻
謡

法
葉

講

問
答
講
云
云
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と
あ

る
の
を
は
じ
め
、
無
動
寺
、
霰
仙
寺
、
千
燈
寺
、
小
城
寺
の
項
に
も
同
様

の
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か

に
文
永
、
弘
安
の
役

後
の
末
だ
安
定
せ
ぬ
國
内
状
勢
を
反
映
し
て
各
地
方
に
於
い
て
も

盛
行
さ
れ
た
異
國
降
伏
所
濤
で
あ
る
こ
と
は

疑

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
太
宰
管
内
志
所
牧

の
六
郷
山
年
代
記
に
は

(元
)

(長
安
寺
)

文
永
子
年
九
渤
自
筑
前
牛
倒
齪
惣
國
牛
死
依
7之
六
郷
山
衆
徒
先
達
八
百
三
十
人
於
=
彌
山

一
大
般
若
三
千
部
仁
王
経

一
萬
巻
而
御
所
薦

相
叶
施
米

一
萬
石
青
銅
萬
貫
出
レ
之

と
あ

つ
て
、
恐
ら
く

こ
の
年
牛
の
流
行
病
が
あ
つ
て
多
く
の
牛
が
倒
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
大
般
若
経
、
仁
王
経
が
讃
諦
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

右

に
示
し
た
如
く
中
世
、
九
州
國
東
地
方
に
於
て
大
般
若
轄
讃
の
盛
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
充
分
推
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る

が
、
瀬
戸
内
海
を
維

て
互
い
に
交
流

の
あ
つ
た
四
國
豫
州
地
方
に
於
て
も
同
様
に
近
世
以
前
に
も
大
般
若
経
信
仰
の
存

し
た
こ
と
は
ほ
ぼ

察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
の
よ
う
な
民
俗
信
仰
が
近
世
に
は
寺
檀
關
係
の
上
に
定
着
固
形
化
し

一
般
庶
民
層
に
受
容
せ
ら
れ
現
在
に

至
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
大
般
若
経
が
農
耕
耐
す
な
わ
ち
祀
露
を
ま
つ
る
農
耕
儀
禮
、
及
び
御
塞

・
疫
神
信
仰
と
い
う
わ
が
國
固
有
の
民
俗
信
仰
と
上
代
以

來
固

く
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
農

耕
儀
禮
に
租
雛

途
の
観
念
の
存
す
る
こ
と
蟻
酵

響

●
道
饗
祭
が
・
御
翠

疫
神
を
鎭
魂
鎭
迭
す
る
観
念
を
も
つ
祭
で
あ
る
こ
と
と
、
大
般
若
経
に
鎭
魂
呪
術
的
行
爲
と
呪
力
が
あ
る
と
観
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考

え
合

せ
ば
、
大
般
若
経
が
民
俗
信
仰
と
結
合
す
る
の
は
必
然
的
で
あ

つ
た
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
、直
指
人
心
、
見
性
成
佛
底
を
基
調
と
す
る
輝
宗
に
於
て
も
、わ
が
國
の
各
地
に
こ
の
よ
う
な
大
般
若
経

の
民
俗
信
仰
が
敷
多

く
現
存
す
る
こ
と
は
、
深
遠
宏
大
を
標
榜
し
つ
つ
も
な
お
か
つ
庶
民
に
根
深
く
敏
義
を
理
解
浸
潤
さ
せ
る
た
め
に
は
、

一
面
低
俗
と
考
え

ら
れ

る
右
の
如
き
信
仰
を
も
そ
の
道
程
と
し
て
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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註

(2)(1)(3)(5) (4)(1勃(11)(10)(9)(8)(7)(6)

印
度
學
佛
教
學
研
究
第

三
巻
第

一
號
所
牧

柳

田
國
男
氏

歳

時
習
俗
語
彙
、
日
本

の
祭
、

田
肚
考
大
要

(
民
間
傳
承

一
五
-

二
)
倉

田

一
郎
氏

農
と
民
俗
學

早
川
孝

太
郎
氏

農
と
祭

岩
島

銀
次
氏

田
の
聯

折

口
信
夫
氏

年
中
行
事
等
参
照

う

づ
き
よ
う

か

よ
う

か

び

て
ん
と
う
ば
な

卯
月

八
日
と
も
軍

に
八
日
日
と
も

い
い
、

こ
の
日
に
近
畿

・
四
國

・
中
國
地
方

で
は
八
日
花

・
高
花

・
天
道
花

と
い
っ
て
、

つ
つ
じ
、
う

つ
き
な

ど

の
花
枝

を
高
竿

に
つ
け
た
り
門

口
に
挿
す

こ
と
が
あ
る
。

一
方

こ
の
日
に
兵
庫
縣
氷
上
郡
で
は
新
佛

の
墓
参
を
し
、
花
折
始
め
と
も

い
い
、
新

潟
縣
刈
羽
郡
内

で
は
も
と

こ
の
日
に
、
山

に
登
り
花
を
折

つ
て
餓
り
佛
壇

に
供
え
る
慣
習
も
あ

っ
た
。
古
代

に
於
て
は
祀
蚕

と
穀
露

(
田
の
神
)

と
山

の
神

は
全

て

一
膿
で
あ
り
、

四
月
は
丁
度
農
耕
開
始

の
月

で
も
あ

っ
て
、
花
枝
を
そ

の
依
り
代

と
し

て
農
耕
神

の
ま
つ
り
を
行
な

つ
た
日
で

あ
る
。
柳

田
國
男
氏

先
租
の
話
、
祭
日
考
、
卯

月
八
日

(
郷
土
研
究
四
～
十

一
)
等
参
照

不
動
明

王
の
像
ら
し
く
後
頭
部

に
大
治
五
年

の
銘
が
あ
る
。
和
歌
植
太
郎

氏
監
修

「
く

に
さ
き
」
参
照

"

七
夕
を
星
祭
、

乞
巧
貧

の
祭
と
す
る
中
國
傳
來

の
習
俗
と
共
に
、

こ
れ
ら
と

は
別

に
全
く
異

な
っ
た
わ
が
國
古
來

の
七
月
七
日
の
祭
が
あ
る
。

す

な
わ
ち

こ
の
日
を
全
國
的

に

「
七
日
盆
」
、
「
盆
は
じ
め
」

な
ど
と
呼

ん
で
墓
掃
除

を
し

た
り
、

墓
道
を
作

る
等

の
租
璽
祭
と
關
連

の
深

い
日
で
あ

る
。
ま
た
井
戸

さ
ら
え
や
虫
彿

い
を
行

う
地
方
も
多
く
あ
り
、
ま
た
人

々
や
家
畜

の
水
浴
す
る
日
と
し
て
い
る
地
方
や
、
女

が
髪
を
洗
う
風
習

の

存
す

る
所
も
あ
る
。
ま
た
七
夕
雨
と
い
つ
て
短
冊
が
流

れ
る
ほ
ど
雨
が
降

る
と
よ
い
と

い
う
所

も
あ
り
、

こ
の
日

に
は
三
粒

で
も
雨
が
降

る
と
い

う
傳
承
も
あ
る
。
折

口
信
夫
氏

七
夕
の
話

(
古
代
研
究
皿
所
牧
)
柳
田
國
男
氏

歳
時
習
俗

語
彙
等
参
照

兵
庫
縣
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報

告
第

九
輯

一
五
～

六
頁

拙
稿

信
州
伊
那
谷

に
於
け
る
大
般
若
経
信
仰

に

つ
い
て

(
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
十
巻
第

二
號
)
参
照

五
來
重
氏

五
來
重
氏

堀

一
郎
氏

柴
田
實
氏

五
來
重
氏

民
俗
信
仰
と
し
て
の
大
般
若
経
(
印
度
學
佛
教
學
研
究
第

三
巻
第

一
號
)

前
掲
論
文

我

が
國
民
間
信
仰
史

の
研
究
日

九
二
～

三
頁

柳
田
國
夫
氏

祭
日
考
等

参
照

砥
園
御
霊
會

(京
大
文
學
部
讃
史
會

國
史
論
集
-
所
牧
)
参
照

農
耕
儀
禮
と
念
佛

(
宗
教
研
究

一
六
六
號
)
参
照


